
日本教育大学協会が学長・学部長等連絡協議会を開催 

 

 

日本教育大学協会学長・学部長等連絡協議会が１０月１０日，千代田区竹橋のＫＫＲホテル東京で開催された。 

冒頭の村松泰子日本教育大学協会長（東京学芸大学長）の挨拶では，協会の概要説明を行い，「着実な実践と研究

に基づいて今後も教員養成のあり方やカリキュラム改革など，質の向上に向けた取組みを続けていくことが必要」，

また「高等教育政策やその他教育政策等に関する提言・提案を行っていき，大学院における教員養成改革など政策

課題に対応していく必要がある」と述べた。 

始めに里見朋香高等教育局大学振興課長から①「国立大学改革について」，②「国立大学関係予算の概要について」，

③「教育再生実行会議 第三次提言（これからの大学教育等の在り方について）」，④「今後の国立大学の機能強化

に向けての考え方」，⑤「教員の資質能力向上に係る当面の改善方策の実施に向けた協力者会議（大学院段階の教員

養成の改革と充実等について）」，⑥「ミッションの再定義について」，⑦「いじめ防止対策法について」，髙口努初

等中等教育局教職員課長から①「教職課程の質の保証等に関するワーキンググループについて」，②「総合的な教

師力向上のための調査研究事業について」，③「教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令等の公布及び

施行について」，④「栄養教諭対象の更新講習の開設について」，⑤「大学における教員の現職教育への支援」，

⑥「教員免許更新制度の改善に係る検討会議について」，⑦「教員免許制度の概要について」の説明があり，説

明後には活発な質疑応答が行われた。 

引き続き協議会では，村松会長から当日に行われた理事会・理事連絡会の報告があった後，各委員会委員長から

審議状況の報告及び各大学から提案された議題について意見交換を行った。 

また，夕方には同会場で情報交換会があり，本間謙二副会長（北海道教育大学長）の開会の辞に続き，前川喜平

初等中等教育局長，中岡司審議官（高等教育局担当）に挨拶をいただき，位藤紀美子議長（京都教育大学長）の

音頭で乾杯となり，大いに歓談し親睦を深め，加藤謙一副会長（宇都宮大学教育学部教授）の挨拶で閉会となった。 

 

 

     

    村松会長        左から位藤議長，本間副会長，村松会長      施策説明をする 

                加藤副会長，勝山事務局長            里見大学振興課長 

 

 

   

施策説明をする        文部科学省の説明に聞きいる各学長・学部長等 

髙口教職員課長 

 

 



 

≪情報交換会≫ 

 

    

前川初等中等教育局長   中岡審議官（高等教育局担当）  

 

 

  

左から本間副会長，長尾大阪教育大学長，髙口教職員課長，村松会長， 

 中岡審議官，長友奈良教育大学長 

 


